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ボランティアをしている人、受ける人、双方をつないだ
人、みんなが感じるウレシイという気持ち。今号は、ボラ
ンティアをしている区民のかた、ボランティアを受け入れ
ている施設の職員、ボランティアを支援している職員、そ
れぞれから「ウレシイ」の詰まったボランティアへの気持
ちを伺い、助け合いの輪がいかにしてつながり、広がって
いくかをご紹介します。

私たちは、ボランティアをしたいかたと、必要とされている施設や団体とをつなげてい
ます。他にも、ボランティア参加へのきっかけを作る講座や福祉体験学習、地域活動団体
の支援なども行っています。
ボランティアの魅力は、活動を通じていろいろな人との出会いや経験をすることができ、

そこから視野が広がって新しい自分の発見につながることだと思います。本当に皆さん、
楽しいと言って活動されていて、その笑顔に私たち職員も元気をいただいています。まず
は自分の好きなこと、興味があることから始めてみてください。それが誰かのウレシイに
つながったら、自分もうれしくなれますよ。

時①7月27日（土）、8月2日（金）・3日（土） のいずれか1日
　②7月20日（土）～8月24日（土）のうち2～3日間
内①福祉体験学習（車いす・高齢者疑似、点字、手話から選択）　
　②福祉施設、ボランティアグループなどで活動
定50人（先着。小学1～3年生は保護者同伴）　￥保険料350円　
〈説明会日時〉　7月6日(土)14：30～15：30または7月10日(水)16：30～17：30

時7月20日（土）～8月24日（土）のうち２～6日間
内福祉施設、保育園・児童館、ボランティアグループなどで活動
定100人（先着）　￥保険料350円 
〈説明会日時〉　7月6日(土)16：00～17：00または7月10日(水)18：00～19：00

ボランティア活動を始めたのは、10年ほど前に知人から勧
められたことがきっかけです。当時もう80代半ばでしたし、
一度は断ったんです。でも、何度も誘われるうち、元々理科
の教師で植物や環境保全について知識があり、少しは役に立
てるかもしれないと思い、参加することにしました。始めて
みると、毎週の作業が楽しくてもっと早くからやればよかっ
たと思いました。日々の積み重ねが少しずつ形になっていく
のはやっぱりうれしいですね。
楽しいことをして社会のために役に立てるなんて素晴らし
いことだと思います。私にとって生きがいです。一人一人の
力は小さいかもしれませんが、みんなで集まるとやっぱり大
きな力になるんですね。ボランティアはとっつきにくいと思
うかもしれませんが、やってみたら何てことない。区民の皆
さんも、とにかく何でもいいからやってみてほしいなと思い
ます。

楽しいことをして社会のために
役に立てるなんて素晴らしいことです

ボランティアは、新型コロナウイルスが５類に移行後、ここ１年ほど
で本格的に受け入れられるようになりました。食事介助や館内清掃、レ
クリエーションのお手伝いなど、さまざまな面で力をお借りしています。
入所されているかたにとっては、ボランティアは地域とつながる大切な
存在でもあると思っています。
また、めぐろボランティア・区民活動センターには落語や南京玉すだ

れなど、いろいろな一芸を持つかたが特技ボランティアとして登録され
ています。毎週金曜日に、地域の皆さんと一緒に食事をする会食サービス
を提供していますが、会食の後に余興を楽しむ時間を設け、ボランティア
に活動をお願いしたいと思っていて、夏ごろを目指して計画しています。

入所者にとって、ボランティアは
地域とつながる大切な存在です

誰かのウレシイにつながったら、自分もうれしくなれる。
それがボランティアの魅力です

特別養護老人ホーム
こぶしえん
鈴木淳さん

めぐろボランティア・
区民活動センター長
白木愛子さん

子育てサロンサリュ！代表
山神祥子さん

目黒サンクチュアリーズ
鈴木義正さん
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小・中学生コース

高校・大学生（専門学校生）コース

問めぐろボランティア・区民活動センター
　（☎3714ー2534、F3714ー2530）

お客さんとして参加するという
ボランティアのカタチもあると思います
子育てサロンを始めたきっかけは、友人から誘われた子育て
支援サイトの立ち上げの際に、ママたちが子どもと一緒に行
ける場所がないと困っているのを知ったことからです。親子が
安心して楽しめる時間と場所を作りたいという気持ちからでし
た。活動を始めて11年になりますが、参加してくださるパパ・
ママや子どもたちとのふれあいの中で、毎回うれしいことがあ
るので続いています。
ボランティアって手伝うことだと思っていらっしゃるかもし
れませんが、お客さんとして参加するというボランティアのカ
タチもあると思うんです。まずは参加してみる。それがその団
体を支えるという意味で次につながると思います。参加してみ
て、自分も運営側に回ってみたいなと思ったら次のステップに
進めばいいですし。まずは気になった活動に参加してみること
から始めてみてほしいですね。

ボランティアをしてみたい、
団体を立ち上げたいなどのボラ
ンティアや地域活動に関する相
談、紹介等のほか、講座や研修
等も行っています（コード●）。

場中目黒2ー10ー13　　 中目黒スクエア内
時８：３０～19：00
　　  （ 日 · 月曜日、祝 · 休日、毎月第2木曜日は休館 ）

めぐろボランティア・ 区民活動センター 広報紙「ボランティアめぐろ」

区内のボランティア活動を分野·地区·頻度·曜日
の４項目から探せます（コード●）。

めぐろボランティア情報検索サイト

ボランティアは

ボランティアは、多く
の人と接し、助け合いな
がら活動します。困って
いる人の視点に立った
り、話し合ったりするこ
とで、社会のさまざまな
課題の解決に取り組み
ます。

ボランティアの語源は、自分
の意思で行動するという意味の
ラテン語のvoluntas（ボラン
タス）。強制や義務で行うもので
はなく、自分のやりたいという
意思で行う活動です。

最初からたくさんのことをしよ
うとせず、できることから始めま
しょう。体調などを考慮し、無理を
しないことが、活動を続けること
につながります。

目黒サンクチュアリーズ

子育てサロンサリュ！

特別養護老人ホームこぶしえ
んで、デイサービスなどのボラ
ンティアを行っています。レクリ
エーションの企画や提案など、
いつも利用者が楽しめるように
考え、活動しています。
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ボランティアティーチャー
養成講座「車いす体験編」

子どもたちに、夏休みにボランティアの体験をしてもらう企画です。事前説明会への
参加が必要です。

夏体験ボランティア

こ
ぶし

えん
で活動するボランティア

受け
入れている施設の職員に聞きました

活動を支援する職員に聞きました
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東山公園拡張部にあるビオトー
プを拠点に、池の手入れや腐葉土
づくり、巣箱の設置など生物多様
性に配慮した環境づくりを行ってい
ます。活動日は毎月第１・３土曜
日の午前中。活動の様子は同団体
のインスタグラム(コード●)でご覧
になれます。
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自宅の一室を子育てママの安心できる居
場所にしたいという思いから、区内の仲間と
活動を開始。２歳までの子どもと保護者が対
象。東山住区センターで、毎月第４木曜日に、
テーマを決めてリトミックやワークショップを
開催しています。開催情報など詳細は、同
団体W(コード●)でご覧になれます。2

2

3

受けて
ウレシイ

申申込用紙（めぐろボランティア・区民活動センター、住区センターなどで
配布。同センターW〈コード●〉から印刷可）を、郵送・FＡX・Ｅメールで、
6月21日（必着）までに、申込先へ。窓口申し込み可（休館日は下記参照）
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3
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区内のNPO法人やボランティアグループなど、
地域活動の情報が詰まった広報紙です。住区センタ
ー、目黒区社会福祉協議会などで配布するほか、同
センターW （コード● ）でご覧になれます。4

めぐろボランティア・区民活動セン
ター（〒153ー0061中目黒2ー10ー
13　中目黒スクエア内、☎3714－
2534、 Ｆ3714－2530、 Ｍvo-c@
meguroshakyo-i.net）

申込先

学校やイベントなどで行う福祉体験
学習をサポートするボランティアティー
チャーを養成する講座です。

時�7月20日（土）14：00〜16：00、7月
27日（土）13：30～16：00（全2回）

場中 目 黒 住 区 セ ン タ ー（ 中 目 黒2－　 
　10－13　中目黒スクエア内）ほか　
定15人（先着）
申電話、Eメール（講座名、氏名〈ふり

がな〉、住所、年齢、電話を記入）で、
6月17日〜7月17日に、申込先へ


